
シバスゲにやや似ているが、束生して匐枝がなく、葉鞘は著しく繊維に分解し、葉は伸長し、幅2-3mm。側

小穂は1-2個つき帯褐色、果胞には短くて粗い毛がある。茎は高さ20-50cm。

県内では1ヶ所にのみ分布する。瀬戸内沿岸で3ヶ所

（他は岡山県、山口県）に隔離分布している。2020年版

で要調査からAランクに変更した。

唯一の生育地であるため、生育地の保全が必要であ
る。
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人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

カヤツリグサ科

兵庫県ランク…カミカワスゲ
環境省ランク… －Carex  sabynensis  Less. var. sabynensis


